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表 1 2005年改訂版 執筆・投稿の手びき ＜修正版＞ pp. 33–40

タイプ 引用例 対応

書籍

一般的な例 (Gibson, 1969) ○

(Paivio, 1971) ○

版数明記 (Hilgard & Bower, 1975) ○

編集者 (Hilgard & Bower, 1975) ○

編集書中の特定章 (Schmalensee & Willig, 1989) ○

(Peterson, Rawlings, & Cohen, 1977) ○

数巻にわたる書籍 (Freud, 1975) △ *1

数巻にわたる書籍の 1巻 (Triandis & Brislin, 1980) ○

数巻にわたるハンドブックなどの特定章 (Stevens, 1971) ○

英訳書 (Helmholtz, 1925) × *2

逐次刊行物

各巻通し番号つき雑誌論文 (Novik, 1988) ○

(Paivio, 1968)

モノグラフ，巻号数，シリーズ通し番号つき (Reese, 1943) × *3

年報・年鑑から特定章 (Gage, 1964) ○

アブストラクトの引用 (Carpenter & Stechler, 1967) × *4

未公刊資料

学位論文 (Yik, 1998) △ *1

印刷中 (Ogawa & Suzuki, in press) ○

∗ 日本大学大学院文学研究科博士後期課程 2年 (zak52549@cat.zero.ad.jp)
† 日本大学大学院文学研究科博士前期課程 2年

*1 非定型な bibファイル。
*2 vonの表示，最終文字のピリオド，非定型な bibファイル。
*3 最終文字のピリオド，非定型な bibファイル。
*4 最終文字の (Abstract)。
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表 2 2005年改訂版 執筆・投稿の手びき ＜修正版＞ pp. 33–40

タイプ 引用例 対応

書籍

一般的な例 (南, 1980) ○

(豊田, 1992) ○

版数明記 (安田・海野, 1980) △ *1

編集者 (林・飽戸 宏, 1976) △ *1

編集書中の特定章 (高橋, 1975) △ *1

数巻にわたる書籍 (八木, 1981–86) ○

数巻にわたる書籍の 1巻 (池内, 1977) △ *1

翻訳書 (Hebb, 1972) × *2

逐次刊行物

各巻通し番号つき雑誌論文 (八木・菊地, 2004) ○

(楠見, 1994) ○

巻数なし通し番号 (所, 1989) ○

年報・年鑑等 (総理府統計局, 1990) △ *1

紀要 (諸井・小山, 1987) ○

報告書 (苧阪, 2004) ○

インターネット，雑誌，新聞

インターネット (日本心理学会, 2004) △ *1

(American Psychological Association, 2004) △ *1

新聞 (ベルコビッツ, 2004) △ *1

(毎朝新聞, 2004) △ *1

未公刊資料

卒業論文 (谷口, 2001) △ *1

学会発表 (敦賀・鈴木, 2004) ○

(釘原, 2003) ○

*1 非定型な bibファイル。
*2 非定型な bibファイル，最終文字のピリオド。
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